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電話調査回答者の属性と電話帳収載状況

城川 美佳 西川 浩昭

目的　保健・公衆衛生学領域の場面における電話調査法確立の前段階として，標本抽出を組み込んだ形で電

話調査を実施して，電話番号の電話帳収載に影響を与える回答者の属性について検討した。くわえて日

本の保健・公衆衛生領域におけるRDD法による電話調査実施の可能性について検討した。

方法　RDD法（Random DigitDialingMethod）を用いて電話番号を無作為に抽出し電話の応対に出たO

区居住者を対象者として，生活習慣と受療行動に関する質問調査を実施した。回答者数は289人（有効

回答者数263人）であり，回答率は51.3％（有効回答率46.7％）であった。

結果　1)　回答者所有電話の番号の電話帳収載率は65.8％であった。

2)　電話帳収載の有無を基準変数，属性（性別，年齢，職業の有無，職種，世帯人員数，居住地区）

を説明変数として数量化Ⅱ類をおこなった結果では，「年齢」，「世帯入員数」，「職種」が影響するこ

とが判った。

3)　数量化Ⅱ類の結果から得られた電話帳収載回答者の属性は「男性」，「60歳以上」，「学生・無職」，

「世帯人員数2人以上」であり，非収載回答者の属性は「女性」，「20歳代・30歳代」，「世帯人員数1

人」であった。

4)　生活習慣に関する回答結果を電話帳収載の有無で比較した結果では，受療行動・食生活に関する

質問項目で有意差が認められた。

結論　以上の結果より，保健・公衆衛生領域の電話調査では電話帳は収載者の属性に偏りがあり，質問調査

結果に影響するために，これを基本台帳にすることには適さない場合があることが示唆された。電話帳

を用いないRDD法では，対象者の属性が及ぼす抽出への影響を払拭することができ，RDD法の有用

性が考えられた。
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